
















　　　三人の覚悟







　サークル合同の海旅行から、約三週間。

　暑さが和らぎ、ひぐらしが鳴き始めたある日。

　私は彩華さんと二人でソファに腰を下ろしていた。

　今はミスコン運営説明会の待ち時間。

　彩華さんのお誘いで赴いた説明会だけど、待ち時間はあと二十分ほどある。

　開始時間の割に結構早めの集合だなと思ったけど、文句はない。

　大学構内の寛ぎスポット。彩華さんと雑談しながらふかふかのソファで寛ぐのは、内心結構嬉しかった。

　最近は彩華さんと二人きりの時間も少しずつ増えてきている。

　私にとっては嬉しい変化。

　でも、生きていればやっぱり嬉しくない変化だってある。

　先輩の姿が視界に入った。

　二十メートルほど先、三人で横並びになって歩を進めている。

　先輩はこちらに全く気付かない様子で、表情にも殆ど動きがない。

　それくらいなら、まあいつも通りの先輩だった。

　いつもと違うのは、藤堂さんや美咲さんと一緒なのに上の空という様子なこと。

　最近あった嬉しくない変化は、まさにこれだ。

　先輩の姿が見えなくなった後、私は彩華さんに向けて呟いた。

「先輩、最近元気ないですよね」

　彩華さんは視線をチラリとこちらに寄越す。

　だけど特に反論もなく「そうね」と言葉を返した。

　彩華さんも、らしくない。

　先輩に元気がなかったら、何らかの対処法を考えそうなのが彩華さんなのに。

　そして私も〝らしくない〟。

　先輩に元気がなくても、構わず突撃できるのが私なのに。

　原因は恐らくあの件だ。

　先輩の様子が変なのも、きっと。

「……彩華さんは変わらず先輩と一緒にいるんですよね」

「ええ。一応ね」

　……一応。

　その文言は、先輩の心がその場にはないという証明な気がした。

　でも、原因についてはまだ訊けない。

　今は優先的に知りたいことが、他にある。

「……色々頑張ってるみたい」

「色々、ですか。その色々って、先輩にとって必要なものなんですか」

　自分でも幼稚な感想になっているのは解ってる。

　悔しいけど、今の私よりも彩華さんの方が先輩を理解してるはず。

　だからたとえ間抜けに思えても、恋敵に訊いてでも、私は彩華さんから今の先輩の気持ちを──

「真由」

「はい」

「顔怖い」

　ペシン、と額を指で弾かれた。思わず「あいたっ」と声が出る。

　額をさすりながら視線を上げると、彩華さんは苦笑いを浮かべていた。

「あいつの話になった時、分かりやすく表情変えるのやめなさいったら。私も話しづらいわ」

「ぅ……すみません、つい。私……」

　本当は彩華さんと、もう少し明け透けに話したい。だけど恋敵という関係性が、それを簡単には許してくれないのだ。

　その気持ちを伝えようとしたけれど、言葉はかたどることなく胸の奥へと溶けていく。

　一体どんな顔をして、どんな言葉で本心を伝えればいいか、分からなかった。

「真由の気持ちも分かるけどね」

　彩華さんはサラッと言って、先輩の消えた方向を眺めた。

　私も彩華さんに倣って、先輩のいない空間に視線を流す。

　──私の気持ちも分かる。

　それは彩華さんも私を恋敵として多少敵視しているということだろうか。

　自分のことを棚に上げて、私はちょっと落ち込んだ。

　先輩との関係は、言わずもがな大切だ。

　だけど私にとって、彩華さんとの関係だって大切なのだ。

　彩華さんとの気持ちの乖離を自覚したら、やっぱり哀しい。

　それもこの関係性を考慮したら、仕方のないことかもしれないけれど。

「何勘違いしてんのよ」

「むぇっ」

　頬を人差し指でチョンと突かれて、私の口から空気が逃げた。

「私が分かるって言ったのは、せっかくこうして喋れるようになったのにってことよ。さっき言いかけたのって、そういう類のことじゃないの？」

「え？」

　私は目をパチクリさせて、彩華さんに視線を戻した。

「……勿体ないでしょ。だからそこ・・は分けましょう。少なくとも私はそう思ってる」

　彩華さんは口元を緩める。

　……つまり、彩華さんも。

「……はい。ありがとうございます」

「お礼なんて言わないでよ」

　彩華さんは気まずそうに笑って、私から目を逸らした。

「……今は待つしかないのかもね」

　彩華さんは天井を見上げて、言葉を紡ぐ。

「……私は、行動したいです。彩華さんも……」

　途中で、言葉を止めた。

　動き方が人それぞれなのは分かってる。

　でもこれが私の本心から湧き出る言葉だったのだ。

「……うん。私も、こんなこと言いながら行動はすると思う」

　私の意図が伝わったのだろうか。

　そう答えた彩華さんの表情は、電気に照らされてよく見えなかったけれど。

　覚悟を決めているような、そんな表情のような気がした。
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